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事業内容に関する写真 

1. 食料確保 

  

SRI/低コスト農業技術の普及 

SRI実施世帯において稲魚農業を試験的に開始した。 

栄養菜園の実践 

栄養菜園の条件をみたす菜園を実践する世帯が 51％に増加し

ている。 

2. 現金収入の向上 

  

ウサギの飼育 

１グループにオス１羽、メス３羽のウサギを配布。子ども

が生まれるケースも報告されている。 

烏骨鶏の飼育 

１グループ 5羽のヒナを配布。普通の鶏より市場価値が高い。 

  

村の回転資金による貧困女性への融資実施 

現金収入の向上のため、資金で肥料、ブタなどの購入、お

茶の栽培などに使用している。 

子どもたちへの環境教育のための研修実施 
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3. 保健・栄養の知識技術改善 

  

妊婦の定期検診、妊婦に必要な予防接種や鉄分タブレット

の提供の実施 

栄養回復センターにおける栄養研修 

  

栄養回復センターにおける離乳食の調理研修 

栄養回復センターには栄養、母子保健に関するポスターを掲示。 

 


